












































































































































































































































































（Percy Bysshe Shelley，１７９２‐１８２２年）、ジョン・キーツ（John Keats，１７９５‐
１８２１年）、ウィリアム・ブレイク（William Blake，１７５７‐１８２７年）、自然主義
文学について、フランスを代表する自然主義文学者であるアンリ・ルネ・ア









潭與葉愛羅」（「Leanderと Hero」）を取り上げ、キーツの「If I hid myself，it
sure shall be In the very fane，the light of Poesy；If I do fall，at least I will be laid



























































































































































15) 「武昌学生軍の解散」、「時事」、『支那』第 3巻第 8号、1912年 4月 20日、34頁。
16) 「江蘇省の日本留学生給費方法」、「時報」、『支那』第 4巻第 10号、1913年 5月 15
日、61頁。
17) 「海外留学生学資」、「時報」、『支那』第 4巻第 17号、1913年 9月 1日、64頁。
18) 前出、李忠霖遺稿「徐祖正教授逸聞数則」、10‐11頁。
19) 「東亜同文会秋季大会議事速記録」、「会報」、『支那』第 5巻第 2号、1914年 1月 15
日、76頁。
20) 『支那』第 4巻第 11号、1913年 6月 1日、64頁。
21) 「歴史と沿革」、中央大学附属中学校・高等学校ホームページ参照。
22) 「外国学生」『東京高等師範学校一覧』1916年度参照。
23) 「江蘇省の日本留学生給費方法」『支那』第 4巻第 10号、1913年 5月 15日、61頁。































36) 徐祖正「Oshibana」『創造季刊』第 4号、1927年 8月 10日、137‐141頁。
37) 王訓昭ら編『郭沫若研究資料』上冊、中国社会科学出版社、1981年 1月、21頁。








42) 『北京師範大学校史 1902‐1982』北京師範大学出版社、1982年 6月、60‐61頁。
43) 『周作人の日記（影印本）』（中冊、大象出版社、1996年 12月、255頁）によると、
徐が最初に周宅を訪れたのは 1922年 9月 5日午後で、張黄と共であった。
44) 周作人・張黄「北京大学に新設する日本文学系に就いて」『北京週報』弟 25号、1922
年 7月 16日。
45) 『魯迅全集 19 日記Ⅲ・日記注訳索引』学習研究社、1986年 8月、537頁。
46) 『北京大学校史（1898‐1949）』（増訂本）北京大学出版社、1988年 4月、190頁。
47) 前出、周作人・張黄「北京大学に新設する日本文学系に就いて」参照。
























60) 『日華学報』第 47号、1934年 9月 15日参照。
























75) 「斥徐祖正先生」、呉組 『苑外集 文芸論評巻』北京大学出版社、1988年 8月、11頁。
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表 徐祖正の主な著作一覧
№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
１．著書・訳書
１ 単著 『蘭生弟的日記』（蘭生弟の日記） 北新書局 １９２６年７月
２ 単訳 島崎藤村『新生』上・下 北新書局 １９２７年１２月
３ 共訳 武者小路実篤『四人及其他』 南京書店 １９３１年８月
２．論文・訳文など
１ 単著 「李恩潭與葉愛羅」（Leanderと Hero） 『語絲』第２７期 １９２５年５月１８日、
１‐４頁









４ 単著 「訳詩一首」 『語絲』第７０期 １９２６年３月１５日、
１‐５頁
５ 単著 「両首小詩」 『語絲』第７１期 １９２６年３月２２日、
１‐２頁
６ 単著 「笑與哭」 『語絲』第７４期 １９２６年４月２０日、
５頁






９ 単著 「山中雑記 一」 『語絲』第８１期 １９２６年５月３１日、
１‐３頁




１１ 単著 「山中雑記 二」 『語絲』第８４期 １９２６年６月２１日、
６‐１０頁
１２ 単著 「蘭生弟的日記」 『駱駝』 １９２６年７月、
３９‐１１８頁
１３ 単著 「沙漠之夢」 『駱駝』 １９２６年７月、
１４４頁
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －４１－
№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
１４ 単著 「山中雑記 三」 『語絲』第９５期 １９２６年９月６日、
１‐３頁
１５ 単著 「山中雑記 四・五」 『語絲』第９７期 １９２６年９月２０日、
１‐７頁
１６ 単著 「山中雑記 六」 『語絲』第９９期 １９２６年１０月４日、
３‐７頁
１７ 単著 「送南行的愛而君」（南行の愛而君へ） 『語絲』第１０１期 １９２６年１０月１８日、
１‐１１頁
１８ 単著 「進献之詞」 『語絲』第１０２期 １９２６年１０月２５日、
１１‐１２頁
１９ 単著 「山中雑記 七」 『語絲』第１０３期 １９２６年１１月１日、
３‐９頁
２０ 単著 「山中雑記 八」 『語絲』第１０４期 １９２６年１１月８日、
４‐５頁
２１ 単著 「山中雑記 九」 『語絲』第１０５期 １９２６年１１月１５日、
３‐７頁
２２ 単著 「山中雑記 十」 『語絲』第１０６期 １９２６年１１月２２日、
１１‐１３頁
２３ 単著 「創造社訪問記与後記」 『洪水周年増刊』 １９２６年１２月１日、
頁数不明






















３０ 単著 「Oshidznz」 『創造季刊』第４号 １９２７年８月１０日、
１３７‐１４１頁
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３２ 単著 「芥川龍之介的死」 『語絲』第１４４期 １９２７年８月１３日、
１‐４頁
























４０ 単著 「文芸論戦」 『駱駝草』週刊第１０期 １９３０年７月１４日、
１‐３頁






４３ 単著 「理性化与文学運動 上」 『駱駝草』週刊第２１期？ １９３０年１０月１３日、
４‐５頁
４４ 単著 「理性化与文学運動 中」 『駱駝草』週刊第２４期？ １９３０年１０月２０日、
４‐５頁
４５ 単著 「理性化与文学運動 下」 『駱駝草』週刊第２５期 １９３０年１０月２７日、
４‐５頁
４６ 単著 「文化学院参観記」 『孔徳校刊』第４８期 １９３４年１２月、
頁数不明
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －４３－
№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
４７ 単著 「日本文学観の一断片」 『同仁』第８巻第１１号 １９３４年１１月、
頁数不明
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